
 
 
 
 
 
 
当研究所には、オンライン制御が可能な多

点同時加力試験機があります。本研究では、

この実験装置を最大限に活用するための制御

システムとして、仮動的実験手法の開発を目

的としています。 

より高度で合理的な実験方法・試験方法を

整備・開発してゆくことにより、全国に通用

する新構法等の開発事業に貢献してゆきます。 
 
 
 
 当研究所の加力システムに対応した、多質点
系の構造物に適用できる仮動的加力法の基本
制御プログラムを作成しました。また、このプ
ログラムを用いての1質点及び多質点載荷実験
を行い、制御プログラムの妥当性と問題点を検
証しました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本研究で作成した制御プログラムを用いる
ことにより、当所の静的加力実験装置を活用し
て地震時の建物挙動を再現する等、基本的な仮
動的実験が実施可能になりました。また、載荷
装置の接続方法等、同実験を実施する上でのい
くつかの問題点も明らかになり、今後改善しな
がら、動的試験とあわせて技術開発等に活用し
ます。 
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